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アース・エコ会員の皆様と、日頃からアース・エコの活動にご理解、ご支援をいただいている会員外の皆様にア

ース・エコの活動をお知らせするため、不定期にメールマガジンをお届けしています。 

皆様は「デコ活」を知っていますか。「クールチョイス」はどうですか。どちらも環境省が進めるキャンペーンです。

クールチョイスは「温室効果ガス排出量削減のためにあらゆる『賢い選択』をしていこう」という取組で、２０１５年

に始まりました。一昨年１０月に「脱炭素につながる新しい豊かな暮らしを創る国民運動」が始まり、昨年７月に愛

称がデコ活に決まり、これに伴いクールチョイスは終了しました。デコは Decarbonization(脱炭素)の「デ」と

Eco の「コ」だそうですが、運動の内容をイメージしにくく、果たして国民にどこまで浸透し定着するかが心配です。 

 

令和５年度の活動を振り返る 

――――――――――――――――――――――――― 

令和５年度（２０２３年４月～２０２４年３月）に計画した活動は３月例会を残すのみとなりました。今年度の活動

を振り返り、成果と特徴をまとめます。 

⚫ 特筆すべき事項 

新型コロナは５月に５類に移行し、活動における制約は特になくなり、原則としてコロナ以前と同様の活動が可

能になりました。一方、アース・エコの活動主体は高齢者で多いため、引き続き感染防止には注意しています。 

今年度、アース・エコは４年ぶりに２名の新たなメンバーを迎えました。活動に新しい風を吹き込んでくれること

を期待しています。一方、これまでの活動を支えてきた会員の高齢化が進み、活動に携わる人数も減少傾向です。

活動の規模拡大よりも質の向上を重視し、会員が無理なく活動に参加できるよう心がけています。このような問

題は同様の活動を行っている団体にも共通しており、団体間での相互協力も重要であると考えています。 

⚫ 学校出前授業 

神奈川県の「かながわ環境教室」や横浜市の「環境教育出前講座」、県立産業技術総合研究所（KISTEC）の「な

るほど! 体験出前教室」などを小学校１２校で実施しました。実施した日数は１４日、授業回数は２７回、対象の児童

数は延べ７７４名、講師・スタッフとして参加したメンバーは延べ９４名（１日平均６．７名）でした。インフルエンザに

よる学級閉鎖の影響で日程が変更になった学校がありましたが、中止した学校はありませんでした。 

 

今年度実施した小学校での出前授業の様子 
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また、外部団体が実施する教室に４日間、延べ５名のスタッフを派遣して活動を支援したほか、アース・エコが団

体会員として所属する、さがみはら地球温暖化対策協議会が実施する教室に２日間、延べ５名が参加しました。 

⚫ 地域環境学習 

横浜市、相模原市と大磯町の公共施設４か所で、親子や小学生を対象とする工作教室を４日、４回開催しました。

対象人数は延べ６６名、講師・スタッフとして参加したメンバーは延べ１７名（1日平均５．３名）でした。 

また、外部団体が実施する教室に１日、１名の講師を派遣して活動を支援したほか、さがみはら地球温暖化対策

協議会が実施する教室・講演会に４日間、延べ４名が参加しました。 

 

横浜市内の地区センターで開催した工作教室 

⚫ 普及啓発 

アース・エコが単独でイベントに参加する活動はありませんでしたが、さがみはら地球温暖化対策協議会のイベント出

展に協力し、４日間、延べ５名が参加しました。 

⚫ その他の事業 

新型コロナの影響もあって、最近はインターンシップ学生を受け入れる機会がありませんでしたが、５年ぶりに

大学生１名を受け入れ、学校出前授業等に参加してボランティア活動を体験してもらいました。 

⚫ 自己研鑽 

勉強会は、これから開催する３月を除き、対面＋オンラインのハイブリッド、またはオンラインで毎月１回、計１１

回開催しました。毎回会員１３～２１名が参加し、相互啓発や意見交換をおこないました。会員からの報告・発表は

１４件ありました。勉強会は環境学習リーダー会エネルギー部会と共同開催しました。 

 

かながわ県民センター会議室で開催した例会 

⚫ まとめ 

今年度の活動日数は３月例会の開催を含めると３８日となり、昨年度とほぼ同じ水準の活動ができました。活

動の量よりも質を重視してきましたが、昨年度並みの活動ができたのは、皆様のご協力、ご支援の賜物と感謝し

ています。来年度も引き続きご理解、ご協力をお願いいたします。       ［桑原］ 
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２月理事会・例会・合同勉強会を開催 

――――――――――――――――――――――――― 

２月２８日(水)、オンライン（Ｚｏｏｍ）主体＋会議室（ユニコムプラザさがみはら）で２月理事会・例会を開催しま

した。参加者はアース・エコ会員が１０名（内会議室での参加者２名）、オブザーバー４名の計１４名でした。 

２月理事会からの報告  

来年度の神奈川県、横浜市、およびＫＩＳＴＥＣの出前授業の講師募集に応募しました。応募の内容は今年度とほ

ぼ同じです。 

理科系のクラブ活動に適した４件の実験・工作のテーマを紹介する、「理科クラブ応援プログラム」のリーフレッ

トを作ることにしました。 

２月例会  

⚫ １月に完了した３件の出前授業の実施結果の報告がありました。その他、１２月～１月に実施した出前授業の

アンケート集計、省エネカレンダー集計などの報告が３件ありました。 

⚫ １２月に実施した出前授業の省エネカレンダーの集計結果報告を５分程のビデオにまとめ、担当の先生に送っ

たところ好評だったことが報告されました。併せてビデオを紹介しました。来年度に実施する出前授業につ

いても、可能な範囲で報告ビデオを作りたいと思います。 

合同勉強会  

今月は会員からの報告・発表はありませんでした。 

 

例会に参加した皆さん（Zoom画面から） 

 

これからの活動予定 

――――――――――――――――――――――――― 

令和５年度に計画した活動はすべて完了しました。令和６年度の活動予定は決まり次第お知らせします。 
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３月理事会・例会・勉強会 

３月２７日(水)に会議室（かながわ県民センター会議室）主体＋オンラインでの開催を予定しています。開催の

詳細、オンラインでの参加方法等は会員の皆様には後日メールでお知らせします。詳しくは事務局までお問い合

わせください。 

アース・エコは地球温暖化防止活動に取り組むボランティア団体です 

会員外の皆さんも、例会・勉強会やほとんどの活動を見学できます。 

お問い合わせ、お申込み、メルマガ配信希望・配信中止のご連絡は 

メール earth.eco.jimukyoku＠gmail.com 

ホームページ https://npo-earth-eco.com/             ホームページ 

地球温暖化やボランティア活動に関心のある方 私たちと一緒に活動しませんか? 
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